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概要 

2020 年 3 月より国内の 5Gサービス開始され、多くの分野で 5Gやローカル 5Gを用いたサービスの具

体化が始まった。今後は、5Gやローカル 5Gと異なる通信システムや通信方式が混在するシステム全体

における安定したサービス提供の指針をユースケースに基づく実証実験などを通して明確にしていく

ことが重要である。本ワークショップでは、５Gやローカル５Gの普及に向けた政策の最新動向と、様々

な分野における 5Gやローカル 5Gの実証実験に関する取り組みを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ５Gの推進・展開 

Abstract 

Domestic 5G services were launched in March 2020, and realization of services using 5G and local 5G have 

begun in many fields. In the future, it is important to clarify principles for stable service provision in the overall 

system where various wireless communications co-exist with 5G and Local 5G, through field trials based on use 

cases. In this workshop, we will introduce latest trends in policies for the popularization of 5G and local 5G 

technologies, and field trials of 5G and Local 5G in diverse areas. 

 

 

 

 

 

 

 

 

５Ｇの推進・展開

５Ｇ総合実証試験
（2017年度～2019年度）

FY2019 2020 2021 2022 2023

５Ｇ用周波数次期割当ての検討

割当てから2年以内に
全都道府県で
サービス開始

※申請４者の計画をあわせると、
５Ｇ基盤展開率は９８．０％であり、
日本全国の事業可能性のあるエリア
ほぼ全てに５Ｇ基盤が展開される予定。

ローカル５Ｇの検討
★2019年12月に一部制度化

5年以内に全国の50%以上の
メッシュで基地局展開※５

Ｇ
用

周
波
数
割
当
て

2019年4月

多様な５Ｇサービスの
展開・推進

プレサービス
開始

(2019年9月)

商用サービス
開始

(2020年3月)

ラグビーＷ杯 東京オリパラ

地域課題解決型ローカル5G等の実現
に向けた開発実証
（2020年度～）

順次、拡充

○ 周波数割り当て・ローカル5Gの制度化
2019年4月に、５Ｇ用周波数割当てを実施。同年12月にローカル５Ｇを一部周波数で制度化。2020年内
に、ローカル５Ｇ用周波数を拡大予定。今後、５Ｇ用周波数の追加割当てに向けた検討を進める。

○ ５Ｇの普及展開・高度化に向けた研究開発、開発実証の実施
5Gの高度化に向けた研究開発や地域課題解決型ローカル5G等の実現に向けた開発実証を実施。

○ 国際連携・国際標準化の推進
主要国と連携しながら、５G技術の国際的な標準化活動や周波数検討を実施。
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